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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 申請論文では、わが国の子ども家庭福祉領域におけるリスクとレジリエンスの視座、とりわけ「レジリエンス」という
概念を適用することの有効性を論証したうえで、児童養護施設入所児のレジリエンスの特性と、それに寄与するワー カー
のはたらきかけを明らかにしている。子ども虐待、親に精神疾患があること、貧困状態で育つこと等は、子どもの発達を
阻害する可能性を高めることから「リスク要因」とよばれ、子どもの心身を危機的な状況にさらしたり、子どもや家族を
取り巻く課題を持続させたり悪化させたりすることから、子ども家庭福祉実践の介入の対象となる。その一方で、同様の
リスク要因のある状態に置かれているにもかかわらず、良好な適応状態を維持したり、リスク要因からダメー ジを受けて
も比較的早く回復する子どももいる。こうした子どもは、良好な適応状態や回復を促進する個人内特性や社会的資源を有
していることが、これまでの研究で明らかとなっている。こうした特性や社会的資源は「防御推進要因」とよばれている。 
 本研究は、全５章から構成され、研究の目的に到達するための研究の取り組みは３段階に区分されている。研究の第１
段階（第１章および第２章）では、先行研究の精査をとおして、本研究におけるリスクとレジリエンスの視座の概念定義
を行い、リスクとレジリエンスの視座がわが国の子ども家庭福祉領域において有効であることを論証している。また多領
域におけるレジリエンス研究の変遷と研究成果について整理することをとおして、レジリエンスの２つの要件を明らかに
し、ソー シャルワー ク領域におけるレジリエンスの拡大と浸透の背景について指摘している。さらに、わが国の子ども家
庭福祉領域におけるレジリエンス研究の課題を整理している。第２段階（第３章）では、「高校進学を経験した児童養護
施設入所児への調査（調査１）」を実施し、調査デー タを質的に分析し、レジリエントな状態にある児童養護施設入所児
の５つの特性、(1)心身の安全が確保されていること、(2)周囲の支えを認識していること、(3)家族の複雑性を整理でき
ていること、(4)自分が今ここにいることを受け入れていること、(5)将来について前向きな見通しがあること、を抽出し
ている。第３段階（第４章）では、「レジリエントな状態に至った入所児を対象とした援助内容に関するワー カー への調
査（調査２）」を実施し、セマティック・アナリシスによってデー タを分析し、考察を加えている。調査２で得られた結
果は、「Ⅰ．リスク要因の見極め」と「Ⅱ．防御推進要因の活性化および強化」の２つに大別されることを明らかにして
いる。後者は、４つのベー シック・テー マと13のテー マから構成されており、これら13のテー マをとおして、本研究の
目的である「児童養護施設で生活する入所児のレジリエントな状態に寄与するワー カー のはたらきかけの要素」を提示し
ている。以上の研究の３つの段階をふまえたうえで、第５章では、本研究の結果を総括している。とりわけ調査１・２の
結果から明らかにされたワー カー のはたらきかけの要素を、実践で活用することによって生じる、入所児のダメー ジから
の回復の短縮化が、子どもの権利擁護につながることを理論的に示したと述べている。さらに、本研究がもたらす実践へ
の寄与についても論じている。また、現代社会におけるリスクとレジリエンスの視座の意義について、わが国のソー シャ
ルワー クの動向を軸としながら考察している。終章では、リスクとレジリエンスの視座の今後の課題について整理してい
る。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、リスクとレジリエンスの概念に関する理論的精緻化によって、わが国のレジリエンス研究の礎を提供し、ま
た「成功事例」を対象とした福祉実践研究に新たな方途を提供することになった。実践面への貢献としては、児童養護施
設入所児のレジリエントな状態が偶然にもたらされるものではなく、ワー カー のかかわりによって必然的にもたらされる
  
ことを実証的に明らかにしたことは、入所児の良好な適応状態に向けたワー カー の援助の根拠と基盤を提示するものであ
る。これらの点で、本論文は高く評価できる。慎重に審査を行った結果、本審査委員会は申請論文が博士（学術）の学位
を授与するに値するものと認めた。 
